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コンベンショナルタイプ

【形状・構造及び原理等】

¡ 本品は、ガラス製で、採血管内部に採血量分の陰圧がかけられた

真空採血管である。

¡ キャップの形状はコンベンショナルタイプ（ゴム栓タイプ）であ

る。

　採血管サイズ・採血量は箱のラベルを参照のこと。

【使用目的、効能又は効果】

本品は、各種血液検査のために血液を採取する滅菌済み真空採血管

である。

【品目仕様等】

JIS T3233 6.容量に適合する。

【操作方法又は使用方法等】

 1． 室内温度になった本品を準備する。

 2.  あらかじめ手袋を着用する。

 3.  採血針をホルダーにセットする。

 4.  駆血帯を装着し、穿刺部位を消毒する。

 5.  採血針を血管に穿刺し、本品をホルダーにまっすぐ完全に押し

込む。

 6.  採血の血液が停止したら、直ちに本品をホルダーから外す。

 7.  連続採血する場合には、ホルダーを固定したまま、本品を取り

替える。

 8.  採血終了後、本品をホルダーから抜去した後に駆血帯を外す。

 9.  抜針し、採血針をホルダーから外さずに適切な耐貫通性廃棄容

器に廃棄する。

10. 採血後直ちにゆっくりと 3～ 4回数転倒混和する。

　〈使用方法に関連する使用上の注意〉

　¡ 推奨する遠心条件：1300 RCF（g）以下で 10分

　¡ エアーシューターを使用する際はキャップ部分が重ならないよ

うにし、クッション材等を用いて採血管を保護してから使用す

ること。［キャップ部分が重なった状態で衝撃を受けると、

キャップが破損したり外れたりする可能性がある。］

　¡ 本品を使用し採血する際には、BD バキュテイナシステムのホ

ルダー及び採血針 /ルアーアダプター、セーフティロック・ウ

イングコレクションセット、ウイング・コレクション・セット

の組み合わせが望ましい。

【使用上の注意】

　〈使用注意〉

　¡ 本品のキャップには、天然ゴムを使用している。天然ゴムは、

かゆみ、発赤、蕁麻疹、むくみ、発熱、呼吸困難、喘息様症状、

血圧低下、ショック等のアレルギー症状をまれに起こすことが

ある。このような症状を起こした場合は、直ちに使用を中止

し、適切な処置を施すこと。

　〈重要な基本的注意〉

　¡ 破損や異物の混入が認められる採血管は使用しないこと。

　¡ 使用期限の切れた採血管は使用しないこと。

　¡ 患者の腕及び採血管の底部が採血中常に下向きであることを確

認すること。

　¡ 翼状針を使用して採血する際は、採血管の位置が上下に動かな

いようにすること。［採血管内圧と静脈圧の関係から採血管内

の内容物が患者の体内に逆流するおそれがある。］

　¡ 採血時及び採血管を取り扱う際は、血液との接触を最小限にす

るため、手袋をするなどの適切な予防策をとること。

＊¡ 使用後の採血管は適切な廃棄容器に速やかに捨てること。

　¡ 血清採取用の採血管を使用する場合は、採取した血液を十分に

凝固させた後、血清を採取すること。

　¡ 採取した血液が飛散する事があるため、栓を親指で押し上げて

外さないこと。

　¡ 針刺し損傷等によって血液曝露した場合は、直ちに流水でよく

洗い、施設のプロトコールに従い、適切な医療措置を受けること。
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【禁忌・禁止】

¡ 再使用禁止

¡ 本品を使用して採取した血液を体内に戻さないこと。［採取し

た血液の安全性が確保できない。］

¡ 本品を使用し採血する際には、耐圧性能を有するゴムスリー

ブ付採血針と単回使用採血ホルダー（以下「ホルダー」と呼

ぶ）との組み合わせ以外では使用しないこと。

¡ 採血管が室内温度に戻らないうちに採血を行わないこと。［採

血管の温度により採血管内の圧力が変化し、採血管内の内容

物等が患者の体内に逆流するおそれがある。］

¡ 採血管を抜くまで、患者の腕の血管の圧迫を解除したり、動

かしたりしないこと。［圧迫を解除した際、あるいは腕の配置

によっては静脈血圧が急激に低下し、採血管内の内容物等が

患者の体内に逆流するおそれがある。］

¡ 採血管に血液が流入し始めた後は、ホルダーに押し込むよう

な力を採血管に加えないこと。［採血管内の圧力が変化し、採

血管内の内容物等が患者の体内に逆流するおそれがある。］

¡ 採血終了後、採血管に採血針が刺さったままの状況で駆血帯

を外さないこと。［駆血帯を外すことによる圧力の変動により、

採血管内の内容物等が患者の体内に逆流するおそれがある。］

¡ ホルダーは患者ごとの使用とし、使用後は廃棄すること。［ホ

ルダーに血液が付着した場合は、交差感染のおそれがある。］

¡ 体外循環回路又は中心静脈から採血は行わないこと。［圧力の

変動により、採血管内の内容物等が患者の体内に逆流するお

それがある。］

再使用禁止
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　¡ 薬物血中濃度の測定を行う場合には適切な採血管を使用するこ

と。［検査値に影響を及ぼすおそれがある。］

　¡ ガラス採血管は破損する可能性があるので、操作には十分注意

すること。

　¡ 血液の入ったガラス採血管を 0℃以下に保存すると、破損する

おそれがあるので避けること。

　¡ 再栓するときは、採血管に栓をかぶせ、ゴム栓がしっかりと採

血管に入るまで、回しながら押し込むこと。

　¡ 採血管をそのまま用いて検査する場合は、分析装置メーカーに

適合の可否を確認し、必要に応じて調整してから使用するこ

と。

　¡ 採血時の気圧、血圧、温度等の影響により、採血量が変化する

可能性がある。

【貯蔵・保管方法及び使用期間等】

　〈貯蔵・保管方法〉

　水ぬれに注意し、直射日光を避け、4～ 25℃で保管すること。

　〈使用期限〉

　使用期限は採血管に印字又は採血管貼付ラベルに表示

【包装】

1箱 100本入り

1箱 1000本入り

【製造販売業者および製造業者の氏名又は名称及び住所等】

製造販売業者：
日本ベクトン・ディッキンソン株式会社
〒960-2152 福島県福島市土船字五反田1番地
TEL：0120−8555−90（BDお客様情報センター）
外国製造業者：
ベクトン・ディッキンソン アンド カンパニー
（Becton, Dickinson and Company）
国名：アメリカ合衆国


